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 千葉市中央区在住の２０歳代の男性が、６月２日（金）に麻しんと診断され、千葉市内の

医療機関から、千葉市保健所に麻しんの発生届がありましたので、お知らせします。  

 千葉市保健所では、感染可能期間中における当該患者の接触者の調査および健康観察を実

施しています。  

 

１ 患者等の状況 

（１） 患者について 

ア 年代、性別、職種  

２０歳代、男性、会社員 

イ 症状等 

発熱、発疹、咳 

ウ 状態 

症状消失し、回復している  

エ ワクチン接種歴および罹患歴 

     ２回接種済み、罹患歴不明  

（２）接触者について  

   感染可能期間である５月２３日（火）以降について、接触者の調査を行うとともに、

接触者の健康観察を実施中です。  

 

２ 患者発生の経過 

  令和５年５月２４日（水）発熱症状出現。  

        ２５日（木）市内医療機関Ａを受診。 

        ２７日（土）市内医療機関Ａを受診。 

        ２８日（日）発疹症状出現。  

        ２９日（月）市内医療機関Ｂを受診。検体（抗体検査）採取。夜に解熱。 

      ６月 １日（木）発疹消失。市内医療機関Ｂを受診。 

         ２日（金）市内医療機関Ｂより麻しん発生届の提出。  

         ５日（月）市内医療機関Ｂを受診。検体（遺伝子検査）採取。 

         ６日（火）千葉市環境保健研究所の遺伝子検査において麻しん陽性と

判明。 
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３ 麻しん患者が利用し、不特定多数の方と接触した可能性のある交通機関等  

感染の可能性のある日時 交通機関名称等  

５月２４日（水）  

１３：００頃～１４：００頃 
ＪＲ成田線 千葉～空港第２ビル  

２２：００頃～２３：００頃 ＪＲ成田線 空港第２ビル～千葉 

  ※上記の交通機関を利用した方は、麻しん患者と接触した可能性があります。麻しんを

疑う症状が現れた場合は、必ず事前に医療機関に連絡の上、医療機関の指示に従い受

診する必要があります。  

 ※なお、本事例に関わる医療機関、勤務先等の接触者を特定できる施設等については、保

健所を通じて対象者の健康観察を実施しています。  

 

４ 本市における麻しん発生届出受理件数（千葉市内医療機関からの受理件数）  

年（１－１２月） 令和元年 令和２年～４年 令和５年 

届出件数 ３件 ０件 １件 

  ※令和５年６月７日現在（本件を含む）  

 

＜参考＞ 

１ 千葉市における麻しん対策について  

千葉市では、過去に麻しんワクチン（混合ワクチンを含む）を接種していない方や、麻

しん抗体検査の結果、抗体価が陰性の方などに予防接種の費用を助成しています。  

 

（１）予防接種について  

ア 対象者 

  千葉市に住民登録があり、次の①か②のどちらかに当てはまる方 

①昭和４７年１０月２日以降生まれで、過去に麻しんワクチン（混合ワクチンを含    

む）を 1 回も接種したことがない方 

②昭和４７年１０月１日以前生まれで、麻しん抗体検査の結果、抗体価が低い方 

イ ワクチンの種類 麻しん風しん混合ワクチン（ＭＲワクチン） 

ウ 自己負担額 無料 

エ 助成回数 １人１回まで 

※過去に千葉市の助成事業を利用して麻しん風しん混合ワクチンを接種されたこ

とのある方は対象になりません。 

 

（２）抗体検査について  

   希望される場合は直接近隣の医療機関へお問い合わせください。 

なお、抗体検査に係る費用は全額自己負担となります。 
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市内の麻しん風しん混合ワクチン予防接種協力医療機関や、申し込み方法等の詳細につい

ては千葉市ホームページをご確認ください。 

【千葉市ホームページ】麻しん風しん混合ワクチン任意予防接種費用助成のご案内 

【URL】https://www.city.chiba.jp/hokenfukushi/iryoeisei/hokenjo/kansensho/masin

huusin_hiyoujosei.html 

 

 

 

２ 麻しんの症状 

感染すると通常１０～１２日後に３８℃前後の発熱、咳、鼻汁、くしゃみ、結膜充血な 

どが約２～４日間続き、解熱後、再び３９℃以上の高熱と発疹が出現します。肺炎、中耳  

炎を合併しやすく、患者１，０００  人に１人の割合で脳炎が発症すると言われており、  

死亡する割合は、先進国で１，０００人に１人と言われています。  

 

３ 感染経路 

麻しんは麻しんウイルスによって引き起こされる急性の全身感染症として知られてい

ます。 

麻しんウイルスの主たる感染経路は空気感染で、その感染力は非常に強く、免疫を持っ

ていない人が感染するとほぼ１００％発症すると言われています。  

また、発症した人が周囲に感染させる期間（感染可能期間）は、症状が出現する１日前

から解熱後３日間までといわれています。  

 

４ 感染予防策 

麻しんは予防接種が有効であり、２回定期接種の機会があります。  

・第１期 １歳以上２歳未満  

・第２期 ５歳以上７歳未満の者であって、小学校就学前の１年間  

また、麻しんを発症した場合、学校や職場等で感染を拡大させるおそれがあるため、母

子手帳などで予防接種歴を確認し、定期予防接種を２回受けていない方や予防接種歴が不

明な方は、かかりつけ医などに相談の上、接種を検討する必要があります。  

なお、麻しんを疑う症状が現れた場合は、感染拡大を防止するため、事前に医療機関に

電話連絡でその旨を伝え、医療機関の指示に従い受診してください。 

また、受診時は、周囲への感染を防ぐため、公共交通機関等の利用を避ける必要があり

ます。 

 

５ 潜伏期間 

約１０日～１２日間（２１日間程度の場合もあります。）  

 

６ 治療 

特異的な根治療法はなく、対症療法を行います。  
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